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ウィリス動脈輪閉塞症の全国調査  

-昭和５８年度より新たなプロトコールによる第一回集計-  

菊池晴彦、他 

ウィリス動脈輪閉塞症の遺伝学的研究 （第３報）  福山幸夫、他 

モヤモヤ病における Digital Subtraction Angiography (DSA)の検討 北村勝俊、他 

ウィリス動脈輪閉塞症への血行再建術後の脳血管撮影所見の検討 馬渕正二、他 

Moyamoya 病の過呼吸負荷脳血管写 -脳波上の re-build up 発現機序に関連して-  鈴木二郎、他 

”もやもや病”の予後 奥野武彦、他 

小児急性片麻痺の１００例 -初発症状および CT を中心に-  奥野武彦、他 

血液粘度、ヘマトクリット測定による赤血球変形能算定の試みとその応用  山口武典、他 

ウィリス動脈輪閉塞症における Propioibacterium acnes 抗体価と血清学的検討 山田 弘、他 

頚頭動脈系 FMD症例の臨床像および予後調査について  西本 詮、他 

バージャー病に於ける脳血管障害  熊野 馨、他 

ウィリス動脈輪閉塞症の脳循環代謝 （第７報）  後藤文男、他 

ウィリス動脈輪閉塞症の局所脳血液量 （第３報） 田崎義昭、他 

”モヤモヤ”病の脳循環 -術前・術後の変化-  菊池晴彦、他 

”モヤモヤ病”における Dynamic CT scan および Positron CT  半田 肇、他 

閉塞性病変の進展機序に関する病理学的検討  細田泰弘、他 

内膜障害による脳動脈細胞繊維性肥厚の実験モデル  田中健蔵、他 


